
業務状況等分析業務
輸出入申告訂正情報の分析サービス

令和 ３ 年 ３ 月 ( 1.3版 )

輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社
営業企画部



輸出入申告訂正情報の分析サービス

１．サービス概要

◆ NACCS情報を利活用した申告訂正データの実績を集計

お客様の申告データをNACCSのデータベースから抽出・編集・集計します。

NACCSのデータベースから抽出することで、データの抜け漏れといったこと

はありません。

◆ 抽出データの分析・配信

NACCSから抽出したお客様の利用者コード分の業務実績を申告番号毎にご指

定の利用者コード1ヶ所へ纏めてご提供します。(予め対象利用者コードをご契

約頂く必要があります。）

◆配信結果の利活用

お客様で加工可能なファイル形式にて配信し、自社で利活用しやすいデータを

ご提供します。

輸出入申告毎の訂正履歴を分析し、お客様に1週間に1回ご提供いたします。

誰が、どの輸出入申告の、どの項目を、どのように訂正したのかを客観的に把握する

ことができます。これを用いることで、次のようなメリットを得ることができます。
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２．サービスメリット①

１．全ての訂正履歴情報を漏れなく負担なく把握

⑴ 前週の訂正履歴情報を週次で把握することができる。（毎月曜日に情報提供）

⑵ 予備申告時の訂正や輸出取止め再輸入、申告撤回等も含め、システム上の
訂正履歴情報全てを把握することができる。

⑶ 通関士の裁量による社内報告の漏れを把握することができる。

⑷ 税関からの指摘事項以外の訂正事項も把握することができる。

訂正履歴
の把握
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非違・誤謬
の減少２．非違・誤謬の減少を実現

⑴ 提供形式がNACCS同様CSV形式のため、お客様自身で加工が容易であり、
訂正した原因分析が容易にできる。

⑵ 訂正の原因分析をすることで、お客様自身で申告時の間違いやすいポイント
を把握することができる。

⑶ 通関業者の研修、教育資料として、「守るべき事項」、「セキュリティ対策
の重要性」などを社員に伝達したり、社内システムを利用したe-ラーニング
などを定期的に実施していくことに加え、本サービスで実データを踏まえた
生きた教材として活用できる。
（例：ミーティングなどで具体的な内容を担当する社員に指導するなど）

２．サービスメリット②
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通関業務の
品質の維
持・向上

３．品質の維持・向上

⑴ お客様自身で訂正の原因分析を行うことで、

① 通関士に起因するものか、取引先に起因するもの か、社内体制に起因す
るものか（人員配置など）等を把握することができ、再発防止策のほか、
業務手順や社内体制の見直しを検討するための材料にすることができる。

② 訂正業務の削減によるコスト削減や業務効率化を図ることができる。

③ 訂正業務を減少させて、対取引先や税関から更なる信用を得ることがで
きる。

⑵ 本サービスを利用して、迅速、的確な輸出入申告を実現することで、業務効
率化を図ることができる。

２．サービスメリット③
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5

輸出入申告訂正情報の分析サービスにより通関業者様自身で申告訂正に

係る諸問題が解決できます。

客観的 ・NACCSで処理されたすべての輸出入申告等の訂正業務の内容を把握

・裁量による訂正内容の社内報告漏れの防止

管理部門による訂正履歴の把握・分析などの作業負担が軽減

・提供形式がCSV形式のため、データ加工により訂正の原因分析が可能

・訂正の原因分析を行うことで、事業所、通関士毎の訂正傾向を把握

通関業務の品質の維持・向上や社内教育へのサポート

・再発防止策や業務手順、人員配置を含む社内体制の見直しの検討材料

・自己改善の取組みとしての「生きた教材」の社内教育への活用

NACCSだからできる信頼あるデータの提供

２．サービスメリットまとめ



機能 ・ イメージ
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⑴ 計10種類の業務実績データをご提供します。

⑵ 業務実施の許可通知情報等のシステム処理結果（出力項目）をベース

にご提供します。

⑶ 週次で配信（前週月曜～日曜の許可等の分を月曜日に配信）します。

⑷ 指定の利用者コード１カ所へ纏めてご提供します。

⑸ 訂正（変更）履歴データを全てご提供します。

⑹ 輸出取止め再輸入、輸入（引取・特例）申告、申告撤回、手作業移行、

予備申告、輸入承認証等番号（他法令番号）もご提供の対象です。

⑺ 本サービスでは、｢口座番号」｢担保番号」もご提供の対象です。

※1 複数の利用者コードに配信することは出来ません。
※2 訂正（変更）の発生したデータのみを集計します。

（修正申告・更正請求及び申告撤回・手作業移行は全て出力）
※3 輸入承認証等番号欄に入力された内容を反映します。

３．提供要件

※３

※２

※１
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集計タイミング・集計対象

※データが存在しない場合：「データ有無識別」に「０」を設定し、その旨を配信します。

４．機能要件

項番 出力情報名 集計タイミング 集計対象

1 輸入申告訂正履歴情報（共通部） ・輸入許可
・BP承認
・引取許可
・特例受理
・撤回
・手作業移行

・「撤回・手作業移行」の場合
過去枝番を含めてすべての申告情
報

・「撤回・手作業移行」以外の場合
集計タイミングで枝番が1以上の場
合に、過去枝番を含めてすべての
申告情報

2 輸入申告訂正履歴情報（繰返部）

3 輸入マニフェスト通関申告訂正履歴情報

4 輸出申告訂正履歴情報（共通部） ・輸出許可
・輸出許可内容変更承認
・輸出取止め再輸入許可
・撤回
・手作業移行

5 輸出申告訂正履歴情報（繰返部）

6 輸出マニフェスト通関申告訂正履歴情報

7 修正申告履歴情報（共通部） 受理 全申告

8 修正申告履歴情報（繰返部） 受理 全申告

9 関税等更正請求履歴情報（共通部） 審査終了 全申告

10 関税等更正請求履歴情報（繰返部） 審査終了 全申告
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５．取得イメージ

X01輸入申告訂正履歴情報共通部

X01輸入申告訂正履歴情報明細部

X01輸出申告訂正履歴情報共通部

X01輸出申告訂正履歴情報明細部

X01輸入マニフェスト通関申告履歴情報

X01輸出マニフェスト通関申告履歴情報

X01修正申告履歴情報共通部

X01修正申告履歴情報明細部

X01関税等更正請求履歴情報共通部

X01関税等更正請求履歴情報明細部

① 輸入申告訂正履歴情報（共通部）

② 輸入申告訂正履歴情報（繰返部）

③ 輸出申告訂正履歴情報（共通部）

④ 輸出申告訂正履歴情報（繰返部）

⑤ 輸入マニフェスト通関申告訂正履歴情報

⑥ 輸出マニフェスト通関申告訂正履歴情報

⑦ 修正申告履歴情報（共通部）

⑧ 修正申告履歴情報（繰返部）

⑨ 関税等更正請求履歴情報（共通部）

⑩ 関税等更正請求履歴情報（繰返部）

業務実績データ毎に利用者コードを纏め、ご指定の利用者コード１カ所へ
TOTAL 10ファイルが配信されます。

輸入申告訂正履歴情報

1ANAC ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

2ANAC ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

3ANAC ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

4ANAC ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

輸入申告明細訂正履歴情報

1ANAC ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

2ANAC ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

3ANAC ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

4ANAC ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

輸入マニフェスト通関申告訂正履歴情報

1ANAC ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

2ANAC ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

3ANAC ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

4ANAC ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

輸出マニフェスト通関申告訂正履歴情報

1ANAC ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

2ANAC ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

3ANAC ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

4ANAC ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

・・・

出力イメージ 取り出しイメージ
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６．出力イメージ

◆輸出入申告訂正情報の出力データイメージ【共通部】（前項①③⑦⑨）

◆輸出入申告訂正情報の出力データイメージ【繰返部】（前項②④）

申告番号 欄番号 利用者コード 品目コード 数量 …

11111111110 01 1CNAC 100000000 10 XXX

11111111110 02 1CNAC 200000000 20 XXX

11111111110 03 1CNAC 300000000 30 XXX

11111111111 01 1CNAC 100000000 10 XXX

11111111111 02 1CNAC 299999999 20 XXX

11111111111 03 1CNAC 300000000 30 XXX

11111111111 04 1CNAC 400000000 40 XXX

11111111112 01 1CNAC 100000000 10 XXX

11111111112 02 1CNAC 200000000 20 XXX

同じ申告の枝番が異な
るレコードが0～集計時
の枝番まで並ぶ
その際、紐づく繰返部の
情報が欄番号順に並ぶ

上下で値の
比較が可能
上下で値の
比較が可能
上下で値の
比較が可能

上下で値の
比較が可能

繰返部の増減につ
いて確認が可能

申告番号 航空・海上識別 利用者コード B/L番号 / AWB番号 積出地コード …

11111111110 2 1CNAC OTH012345AAA KRICN XXX

11111111111 2 1CNAC OTH012345AAA KRINC XXX

11111111112 2 1CNAC OTH012345BBB KRINC XXX

同じ申告の枝番が異な
るレコードが0～集計時
の枝番まで並ぶ

上下で値の
比較が可能
上下で値の
比較が可能
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７．出力イメージ（補足）

修正申告履歴情報（繰返部）

修正前後 修正申告番号 欄番号 輸入申告番号 輸入申告年月日 輸入許可年月日 特例申告期限日 品名
関税修正申告
前後課税標準額

関税修正申告
前後課税標準数量

関税修正申告
前後課税標準数量単位コード

・・・

前
11111111111

01 00000111110 20190101 100 100

後
11111111111

01 00000111110 20190101 10000 100

前
11111111111

02 99999999990 20190301 900 10

後
11111111111

02 99999999990 20190301 50000 20

前 22222222222 01 99999999990 20190301

後 22222222222 01 99999999990 20190301

・修正申告繰返部は、修正申告申告控の帳票イメージに倣い、1欄（当初輸入申告の1欄）を2行に分けて出力することで、
修正前後の値を比較できるようにしています。
（前後課税セル）：修正がある場合は前後レコードで異なる値が出力されます。
（品名迄のセル）：同じ値が両レコードに出力されます。 （※増加税額等の差分情報も含まれます）

→黄色セル項目については、修正前後の比較が可能となります。

・修正申告時に払い出される「修正申告番号」とそれに紐づく「欄番号」がキー情報となります。輸入申告番号ではあり
ませんのでご注意ください。

前後レコードで
必ず同じ値

修正がある場合、
前後レコードで異なる値
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８．出力イメージ（補足）
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出力項目表（赤字箇所）
341 IP 5 税関通知欄（承認期間タイトル）

j 26 * C

関税割当証明書提出猶予承認、原産地証明書提出猶予承認または原産品申告書
提出猶予承認が併せて行われた場合に、承認された期間のタイトルを出力
（１）関税割当証明書提出猶予承認がされた場合は、「関税割当証明書提出猶
予期間」を出力
（２）原産地証明書提出猶予承認がされた場合は、「原産地証明書提出猶予期
間」を出力
（３）原産品申告書提出猶予承認がされた場合は、「原産品申告書提出猶予期
間」を出力
（４）原産地証明書提出猶予承認と原産品申告書提出猶予承認が併せてされた
場合は、「原産地証明書等提出猶予期間」を出力
なお、ＩＢＰに係る申告情報の場合は出力しない。

342 IQ 5 税関通知欄（承認期間）

n 2 * C

関税割当証明書提出猶予承認、原産地証明書提出猶予承認または原産品申告書
提出猶予承認が併せて行われた場合に、承認期間を出力
なお、ＩＢＰに係る申告情報の場合は出力しない。

341 IP 5 税関通知欄（承認期間タイトル）

j 26 * C

関税割当証明書提出猶予承認、原産地証明書提出猶予承認または原産品申告書
提出猶予承認が併せて行われた場合に、承認された期間のタイトルを出力
（１）関税割当証明書提出猶予承認がされた場合は、「関税割当証明書提出猶
予期間」を出力
（２）原産地証明書提出猶予承認がされた場合は、「原産地証明書提出猶予期
間」を出力
（３）原産品申告書提出猶予承認がされた場合は、「原産品申告書提出猶予期
間」を出力
（４）原産地証明書提出猶予承認と原産品申告書提出猶予承認が併せてされた
場合は、「原産地証明書等提出猶予期間」を出力
なお、ＩＢＰに係る申告情報の場合は出力しない。

342 IQ 5 税関通知欄（承認期間）

n 2 * C

関税割当証明書提出猶予承認、原産地証明書提出猶予承認または原産品申告書
提出猶予承認が併せて行われた場合に、承認期間を出力
なお、ＩＢＰに係る申告情報の場合は出力しない。

20210131 1
（ＮＡＣＣＳ‐Ｉ）輸入申告訂正履歴情報（共通部）

当初申告時利用
者コード

申告等番号 利用者ＩＤ
申告等種
別コード

許可等年月
日

審査終了年
月日

ＢＰ承認年
月日

ＢＰ審査終
了年月日

輸入許可ま
での見込み
日数

税関通知欄（承認期間タイトル） 税関通知欄（承認期間）

1xxxxxxxx10 BP                 20200401 20200401 60 原産地証明書提出猶予期間  60
1xxxxxxxx11 IBP 20210130 20210130 20200401 20200401 60                           
1xxxxxxxx20 BP                 20200501 20200501 60 原産地証明書提出猶予期間  60
1xxxxxxxx21 IBP 20210130 20210130 20200501 20200501 60                           
1xxxxxxxx30 BP                 20200515 20200515 60 原産地証明書提出猶予期間  60
1xxxxxxxx31 IBP 20210130 20210130 20200515 20200515 60                           

20210131 1
（ＮＡＣＣＳ‐Ｉ）輸入申告訂正履歴情報（共通部）

当初申告時利用
者コード

申告等番号 利用者ＩＤ
申告等種
別コード

許可等年月
日

審査終了年
月日

ＢＰ承認年
月日

ＢＰ審査終
了年月日

輸入許可ま
での見込み
日数

税関通知欄（承認期間タイトル） 税関通知欄（承認期間）

1xxxxxxxx10 BP                 20200401 20200401 60 原産地証明書提出猶予期間  60
1xxxxxxxx11 IBP 20210130 20210130 20200401 20200401 60                           
1xxxxxxxx20 BP                 20200501 20200501 60 原産地証明書提出猶予期間  60
1xxxxxxxx21 IBP 20210130 20210130 20200501 20200501 60                           
1xxxxxxxx30 BP                 20200515 20200515 60 原産地証明書提出猶予期間  60
1xxxxxxxx31 IBP 20210130 20210130 20200515 20200515 60                           

※ＢＰに係る申告においては、承認されたタイトル及び期間が表示されますが、
ＩＢＰに係る申告においては、「税関通知欄（承認期間タイトル）」及び

「税関通知欄（承認期間）」は、スペース出力で表示されます。

輸入申告訂正履歴情報（共通部）



サービスの活用例
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８. サービスの活用例（訂正傾向の分析１）

14

輸入申告訂正履歴情報（共通部/繰返部）を通関士コードでソート（納税額合計、口座番号など出力項目は約390項目）



８. サービスの活用例（訂正傾向の分析２）

15

輸入申告訂正履歴情報（共通部/繰返部）を利用者コードでソート（納税額合計、口座番号など出力項目は約390項目）



８. サービスの活用例（訂正傾向の分析３）

16

輸出申告訂正履歴情報（共通部）を輸出者名でソート（官署コード、インボイス価格など出力項目は約150項目）



従量料金

利用者
コード数

基本料金

5,800円 － （不要な対象情報数※×500円）

基本料金に加えて、トラフィック※件数実績に応じた従量課金
※システム処理された業務件数

従量料金基本料金
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９. サービス利用料金

×

トラフィック件数 料金

2,000,000件以上 120,000円

1,000,000～1,999,999件 60,000円

100,000～999,999件 30,000円

0～99,999件 15,000円

※輸入マニフェスト通関申告訂正履歴情報、輸出マニフェスト通関申告訂正履歴情報
修正申告履歴情報（共通部）及び（繰返部）、関税等更正請求履歴情報（共通部）及び（繰返部）

※料金は全て月額、税抜き



本件に関しましてご質問・ご相談等がございましたらお気軽にご連絡ください。

※ 弊社では、感染防止の観点から、引き続きテレワークや時差出勤などの勤務
体制をとっておりますことから、担当者が不在の場合がございます。
ご不便、お手数をおかけして大変申し訳ございませんが、お問合せ等につき

ましては、メールにてお願いいたします。
何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。

輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社
営業企画部 営業推進課

メール ： solution-pro@naccs.jp
電 話 ： 03-6732-6130

10 . お問合せ先
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詳しくは
NACCS 掲示板を
ご覧ください


